
介護分野における特定技能１号・育成就労の
受入れ見込数の配分変更について（基本的な考え方）
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介護分野における特定技能１号・育成就労の受⼊れ⾒込数の配分変更について（基本的な考え⽅）

○ 受⼊れ⾒込数は、⽇本⼈の雇⽤機会の喪失及び処遇の低下等を防ぐことのほか、外国⼈の安定的かつ円滑な在留活動を可能
とすることを⽬的として５年ごとに設定することとしているところ、
・育成就労制度は、特定技能１号⽔準の⼈材の育成・確保を⽬的
・特定技能１号は、⼀定の専⾨性を有する即戦⼒の受⼊れを⽬的

としており、受⼊れ⾒込数は別途設定している。この配分に当たっては、分野所管省庁において、当該分野の⼈材獲得⽅針、
両制度の受⼊れ年数（３年、５年）、技能実習⽣や特定技能外国⼈の受⼊れ状況など、分野に特有の事情等を踏まえてそれ
ぞれの受⼊れ⾒込数を算出しており、令和８年１⽉23⽇に閣議決定された分野別運⽤⽅針に記載している。

○ そのため、受⼊れ⾒込数の変更は⼤きな経済情勢の変化があった場合が原則であるが、例外的に、
・いずれかの在留資格を有する外国⼈の受⼊れ需要が当初想定よりも著しく⾼いなど変更に相当の必要性があり
・両制度を利⽤する外国⼈等に著しい不利益が⽣じないなど変更に許容性がある

ときに限っては、受⼊れ⾒込数の設定の趣旨に鑑み、配分変更が許容される。
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